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で日欧米など先進諸国の自動車販売台数が伸び悩む中、中国吉林省長春市に本社を置く中国第一自動車グループは〇八年で、十二万台の乗用車を製造して、前年比で四十五％増、売上にして約三〇〇〇億円を達成し、工場はフル稼働続けるという好況ぶり みせている。第一自動車では、トヨタ、マツダ フォルクスワーゲンなどの外資と合弁し 工場 は自社ブランド車と外資自動車メーカーの車とを同じライン 製造している。第一自動車の工場で使われている部品の多くは日本から輸入しているため、中国自動車産業の好調は、日本の部品メーカーにとっても大きなビジネスチャンスとなっている。二〇〇八年には、マツダ車に関連する部品だけでコンテナに換算する 五〇〇〇個分 約七〇〇億円分が輸入されているという。
現在、中国の自動車市場は競争激化の一途を
たどり、消費者は品質だけでなく、より早 納車を求めるようになっている。そのため、部品を仕入れるリードタイムもでき 限り短縮す必要に迫ら ている。しかし、部品調達について考えたとき、 物流に関 て問題もある。 それは、
吉林省が中国内陸に位置し、物流面においてコストと時間で沿海地域よりも不利であるということである。中国東北 方は、日本海の玄関口をロシアと北朝鮮に遮られているため 中国東北地方の貨物を日本へ輸送する場合、陸路で大連に集められ、海路で渤海、黄 ・日本海を経由するルートをとられている。このルートだと十日前後を要してしまい、輸送の時間とコスで企業にとって大きな負担となっている。そのため、中国東北地域と日本は距離的に近 割には遠い関係にあった。
これまで日中貿易の中心は太平洋側にあった
















ているという。 春藍宝石木業は〇八年に大連から移転してきたが、社長にその理由を尋ねると「琿春はロシアと距離的に近く、原材料の輸入で大きな利点がある」と語ら 、加工区に工場を構えることによって、輸出入で免税の優遇を受けられ と説明され いた。琿春では、こ ような利点を活かし 家具の製造も盛んな地域であ 。
すでにロシアザルビノ港の日本海横断航路は





と物流ネットワークは鶏と卵の例えで言えば、常にどちらが先かという悩みもある。まず、物流を先に整備すれば、様々な産業が集積されて、その地域が活性化さ る。琿春市でも新航路に大きな期待を寄せている。しかし、物流ネットワークが整備されても産業 集積し始める初期段階においては、ヒトもモノもあまり活発に動かないため、軌道に乗るまで赤字が続くことが多い。黒字化するまでは、地域を支え 仕組みと集積効果を高める仕組みの両方を同時に考える必要がある。このようなことから、いかに短期間で企業を誘致し集積をさせていくか 成功のカギであると言える。　
今回延辺朝鮮族自治州の現場での聞き取り調
査の際、関係者から、船舶のチャーター契約手続きが遅れたことにより、すぐに運航が休止になったこともあるという。この日本海横断航路は軌道に乗せて 安定した運航 でき、採算もとれるまでにはまだ時間がかか みられる。この事業は三カ国、四カ国間での交渉が必要となり、成功させるには今後も多くの難題を乗り越えていく必要があ と思われる。今後大きく発展が期待される中国東北地域と日本を結ぶ最短ルートである新航路に中国や日本の企業も期待を寄せている。この新航 で新たなビジネスチャンスが生まれている か、今後も注目していきたい。（うんそくいーさりー・亜細亜大学経営学部準教授）
　
鶏と卵、どっちが先か
